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二
〇
一
二
年
十
月
十
三
日 

起
筆 

 
二
〇
一
九
年
二
月
三
日 

更
新 

 

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
二
日 

最
終
更
新 

 

お
肩
書
き
は
、
岩
崎
と
の
学
術
交
流
に
お
い
て
最
終
時
の
も
の
で
す
。 

 

● 
 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
岡
崎
莉
望
さ
ん
が
、
岩
崎
氏
と
共
感
覚
芸
術
で
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
、
解
離
性
障
害
を
生
か
し
て
個
展
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

● 
 

巫
女
、
皇
居
宮
中
三
殿
内
掌
典
の
●
●
●
●
（
お
名
前
は
伏
せ
ま
す
）
さ

ん
が
、
岩
崎
氏
と
和
歌
交
流
、
和
歌
の
ご
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

● 
 

東
京
藝
術
大
学 

大
学
院 

先
端
芸
術
表
現
科
の
学
生
の
関
根
ひ
か
り

さ
ん
が
、
「
岩
崎
式
日
本
語
」
な
ど
岩
崎
氏
の
試
み
を
芸
術
表
現
と
見
て
研

究
・
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
岩
崎
氏
と
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。 

● 
 

H
S

P

研
究
者
、
『
敏
感
す
ぎ
て
困
っ
て
い
る
自
分
の
対
処
法
』（
き
こ
書

房
）
著
者
の
苑
田
純
子
さ
ん
が
、H

S
P

・
共
感
覚
・
解
離
性
障
害
な
ど
で

岩
崎
氏
と
活
動
。
岩
崎
氏
の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

● 
 

医
学
英
語
教
育
の
専
門
家
の
西
村
多
寿
子
さ
ん
が
、
岩
崎
氏
の
共
感
覚
、

思
想
、
生
き
方
全
般
に
言
及
さ
れ
、『
看
護
学
雑
誌
』（
医
学
書
院
）
な
ど
に

岩
崎
氏
の
論
評
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。 

● 
 

共
感
覚
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
水
橋
裕
子
さ
ん
が
、
岩
崎
氏
と
共
感
覚
サ
ー
ク

ル
や
ア
ー
ト
・
音
楽
の
活
動
を
さ
れ
、
岩
崎
氏
作
曲
の
音
楽
を
バ
ッ
ク
音
楽

と
し
た
個
展
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

● 
 

日
本
大
学 

藝
術
学
部 

文
芸
学
科 

教
授
の
山
下
聖
美
さ
ん
が
、
宮
沢

賢
治
や
林
芙
美
子
な
ど
の
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
共
感
覚
表
現
の
研
究

に
岩
崎
氏
の
研
究
を
取
り
入
れ
、
岩
崎
氏
を
講
師
に
招
聘
さ
れ
、
岩
崎
氏
の

共
感
覚
や
著
書
を
扱
っ
た
論
文
お
よ
び
著
書
を
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。 

● 
 

専
修
大
学
の
学
生
（
現
在
、
ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ
ス
勤
務
のO

L

）
の
湯
澤

優
美
さ
ん
が
、
岩
崎
氏
の
共
感
覚
を
テ
ー
マ
に
論
文
を
執
筆
さ
れ
、
岩
崎
氏

の
作
曲
モ
デ
ル
に
も
な
り
ま
し
た
。 

● 
 

東
京
藝
術
大
学
の
学
生
（
現
在
、
建
築
設
計
事
務
所
勤
務
）
の
渡
辺
未
来

さ
ん
が
、
岩
崎
氏
の
共
感
覚
・
思
想
・
生
き
方
・
芸
術
観
・
自
閉
症
観
に
関

心
を
持
ち
、「
岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 


